
令和元年 5 月 15 日  

 

厚生労働省は「水道施設の技術的基準を定める省令」の一部改正を行い、クリプトスポリジウ

ム等の耐塩素性病原生物対策として「紫外線処理」を位置づけ、平成 19 年 4 月 1 日から施行さ

れています。 

 

一方、水道施設への紫外線処理設備導入時等において紫外線照射に伴う副生成物の生成をはじ

めとした水道水質に与える影響に係る調査等が必要とされています。 

この調査方法（被照射液の調製方法に係わる基準）は水道技術研究センターから「紫外線照射

が水道水質に与える影響に係る調査のためのJWRC被照射液調製方法(平成19年12月27日)」

が制定されています。 

 

その試験方法では JWRC 被照射液調製方法に対応するための試験装置が必要となります。 

   

当当検検査査セセンンタターーででははここのの試試験験装装置置をを導導入入しし、、紫紫外外線線照照射射試試験験のの対対応応がが

可可能能でですす。。  

 

 
（回分式紫外線照射装置） 

 
（ 紫 外 線 照 射 が 水 道 水 質 に 与

え る 影 響 に 係 る 調 査 の た め の

JWRC 被 照 射 液 調 製 方 法 よ り

抜 粋 ）  

【JWRC 被照射液調製方法とは】 

試験は左記試験装置を用い、試験

対象水に 80mJ/cm2となるように

紫外線を照射し、照射前後での水質

の変化を確認します。 

 

「紫外線照射が水道水質に与え

る影響に係る調査のための JWRC

被照射液調製方法」には「試験装置

は日本紫外線水処理技術協会によ

る標準品を推奨する」と記載されて

おります。 

当検査センターではこの日本紫

外線水処理技術協会による標準品

を導入し、試験に対応しておりま

す。 

 
☆ 詳細につきましては、下記担当までお問い合わせ下さい。 
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